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学校再開に当たって、本校では新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、子どもたちが安全に過ごす

ことができるよう、以下のガイドラインに従って教育活動を実施いたします。保護者の皆様におかれま

しても、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日の流れ ガイドライン 

１日中 ・マスクを原則着用する。 

・咳エチケットを徹底する。 

・休み時間は教室、廊下の窓を開ける。（５分以上）授業中も可能であれば換気を行う。 

・座席は前後左右の席を空ける。 

・必要のない場所に手を触れない。 

・休み時間も互いに距離を保つ。 

・トイレやホールに残らない。順番を待つときはドアの外で１m の間隔を取る。 

・ホールの水飲み場は両端のみを使用する。順番を待つときは１m の間隔を取る。 

・他のクラスに立ち入らない。（委員会など教師がつける場合は可） 

登 校 ・以下の場合は出席停止となります。 

〇本人に感染が確認された場合 

〇本人と同居している者に感染が確認された場合 

〇保健所から濃厚接触者として指定された場合 

〇発熱等の風邪の症状がみられる場合   

・可能な範囲で保護者に送迎していただく。 

・バスが混雑していた場合は、次のバスを利用する。（その場合時間に遅れても遅刻に

はなりません。） 

・ＪＲの利用者はできるだけ駅から歩く。 

・公共交通機関を利用する際には会話を控える。 

・毎朝、健康観察記録表を担任の先生に提出する。検温していない場合は玄関から直接

保健室に行き検温する。（発熱が認められた場合は早退となります。） 

授 業 ・３つの条件（換気の悪い密閉空間、多くの人が密集、近距離での会話や発声）が同時

に重なる場を避けることはもちろんのこと、一つ一つの条件が発生しないように注意

する。 

・グループで交流する際にも机はつけない。 

・学年授業は行わない。 

・特別教室を使用する場合、授業の前後に手洗いをする。その際、特別教室にある水道

も利用する。 

感染防止の３つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い 

・人との間隔は、できるだけ２m（最低１m）空ける。 

・会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。 

・屋内にいるときや会話をするときは、症状がなくてもマスクを着用する。 

・家に帰ったらまず手や顔を洗う。できるだけすぐ着替える、シャワーを浴びる。 

・手洗いは 30 秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う。（手指消毒薬の使用も可） 



給食 ・座席は前を向いたまま食べる。 

・おかわりは担任の先生に盛り付けてもらう。 

昼休み ・窓を開けて換気をする。 

清 掃 ・互いに距離を保ち行う。 

・拭き掃除（机・床）、水飲み場の清掃は行わない。 

・当番以外はバス駐車場に向かう。 

放課後 ・速やかに下校する。 

・路線便への乗車も認める。 

・ＪＲの利用者はできるだけ駅から歩く。 

・保護者のお迎えを待つ場合は自席で過ごす。 

消 毒 ・消毒は以下の場所を教職員が行う。 

【教室・特別教室・ホール・トイレのドアノブ・スイッチ、机、配膳台、蛇口、手すり】 
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